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　　　B－19　手桶糸の物ﾉ匯に廓t i 聘瓢(笏5 報)

　　　　　　　　糸の概数力作張強戻■ 衝辱痍衆卜反ぼず易摩(べ)

　　　　　　福山女短尺　O寄原由紀子，　% 高沢束貫　山田却－

　I目　的Ｊ　ホ-A ノー,インタの急成晨とfeい≒亦－i-ヘヱヽ，テ,ｲﾝｸ'■がまa :?れ始

めひ。本肝影亀　その申でt，手舗礎によゐ編物tf]及としrダアク'} 1レし

^) l･羊毛の手締命の物碓について検討しr-むのであふ。

　[方　汰]　ぷヽ撚数と一蒙にL , で貳数い

守細迦|00 みば/｡％～りS i司／M，極細マクりレiooが＼z ｸ ～i.次回／c。，盾細毛

100ガit 2.豺～(,.砂同／c、に麦肥ぐせrてむの（下概数を一定にし, エ撚数ざ0.6iへ･

び5 回／びnt，o.i-}～け3 回／cm,,　μ ～励マ回／c既，/仰へ7.40 回／皿に変肥さで瓦

手編脊t乍或レ引張強度･ タンク爆(/i ンストロン瓢引張試験機使用卜衝布良度

　(振子型術辱試敵機建糾i求め仁。

　i結果] (|)単糸：①蔡栃のt 夕の引張擦,度ば，試長釘矩力ヽい方が尺きくなゐ，R

この鸚枚の艶囲では，概数が砂くfi ると引張強覆も増す。

　(2)手編糸：①引張殲度，衝零或戻とも，市既の下拡数･ 上繊数^ ')も殲い真義T最

尺値Ｌ示す。②?＼張強度／？ンダ和は，試長卜哭之lしぞもMに尺き^i'慕ば喧:じな｀い｡

⑤ぷ撚紋左一定にし下瓢数i -

将のヤング平押咲の岫向a異な゛る.

B－20 不家布の;f政肌枕料への応用卜吻する鰐見　一着用眸の竟勢と臓調-

大阪市大衆玖　林田昆芙3-　o 鳥網輝次

　　　　　S e&　万価c布£ 用い祗非耐ス性衣丿斗の実用

下m箆匍　■14s 着限時の変形と戸良絹ﾚこっいT 斥t ^｀*・

　　　　蔵丿吽玲独乙尹サツンの筏訳i^ついて襖ヽ討する。
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　才蔵　I. よ千寿ふ邨め虜形の刑足：川I楕進

の大きい編物の肌膚μあらｶヽじめ3t 向隔の箱ヽ

子択M 嫌乞しるし. 腕の昶#] 方向の上下－歓

l'併う隻形石写鼻療影1.こよリ岩発し扨.2.a-

轍布衣料: 肌着l~ ついT鍼使包行い. 羊柚、

釣}剣きのターサりfン£ 之う貧. 4*襲謎でヽ々石政゛

けifi 単茫むのヒしn.．瀋阿試験を行い破領の

筒袖付m陵化　51.行左玄眼μおいてふ劇定s 行っ隋.

　　　　　搾果　I. 隻:形量を膨りっけ農左中･じv: しで

*IS中

1 ４ ･0.の10 /Ifの郷忽八っいて. ま気脈め上下

^勧の雇I.i5書直か向との角度+s'→|96 およO゛

卸'→4-5"の)i＼で馴定し託紆豪S Plft ～恥4-μ釆す・

2.着用>こぶゐ携/% I-*不歳辱の功町冲渚ﾒir・祇i＼
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